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１．宝塚市について 

 宝塚市は、東西１２．８㎞南北２１．１㎞面積１０１．８９k ㎡を有しており、阪

神間の中央背後部にあって、東は猪名川町、川西市、南は伊丹市、尼崎市、西宮市、

西は神戸市、三田市に接し、大阪、神戸から２０㎞圏内に位置しています。 

 六甲・長尾山系や武庫川に象徴される美しい景観、北部地域の豊かな自然環境、宝

塚歌劇に代表される芸術・文化など、様々な魅力と個性のあるまちです。 

 

 

風光明媚な田園地帯 

宝塚歌劇場から武庫川をはさんだ風景 

 

    

山手を拓いた住宅地 

○ 人口  221,304 人 
  
○ 世帯数 97,045 世帯 
 
※令和６年５月 1 日時点の住民基本台帳に基づく推定数 

 
 
「宝塚市ホームぺージ 統計」▶ 
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２．まちづくり協議会について 

 宝塚市には、概ね小学校区ごとに 20 のまちづくり協議会があります。地域の現状

や課題、ニーズを踏まえ、将来像を描き共有しながら、まちづくり協議会ごとに基本

目標や具体的な取り組み等を取りまとめたまちづくり計画に基づいて、活動を進めて

います。 

宝塚市や宝塚市社会福祉協議会は、宝塚市総合計画や宝塚市地域福祉推進計画を推

進し、まちづくり計画をともにすすめています。 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくり協議会の名称 

「 」内は愛称・略称 

ブロック 

番号 

（１）仁川まちづくり協議会 

 

（２）宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 

（３）宝塚市良元地区まちづくり協議会 

「良元コミュニティ」 

（４）宝塚市光明地域まちづくり協議会 

「光明地域コミュニティ」 

（５）宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 

 「コミュニティすえなり」 

（６）宝塚市西山まちづくり協議会 

 「コミュニティ西山」 

 

（７）まちづくり協議会コミュニティ末広 

 「コミュニティ末広」 

（８）宝塚第一小学校区まちづくり協議会 

（９）逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

 「ゆずり葉コミュニティ」 

（１０）宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 

 「コミュニティすみれ」 

 
（１１）宝塚小学校区まちづくり協議会 

 「宝小コミュニティ」 

（１２）売布小学校区まちづくり協議会 

 「コミュニティ売布」 

（１３）小浜小学校区まちづくり協議会 

 

（１４）宝塚市美座地域まちづくり協議会 

 「コミュニティ美座」 

（１５）安倉地区まちづくり協議会 

 「コミュニティ安倉」 

（１６）宝塚市長尾地区まちづくり協議会 

 「ふれあいコミュニティ長尾」  

（１７）中山台コミュニティ 

 

（１８）宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 

 「山本山手コミュニティ」 

（１９）宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 

 「コミュニティひばり」 

（２０）宝塚市西谷地区まちづくり協議会 

 「西谷コミュニティ」  
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３．宝塚市社会福祉協議会について 

 社会福祉協議会は、社会福祉法で定められた民間の団体（社会福祉法人）です。 

「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として、すべての都道府県・市区町

村に設置されています。 

宝塚社協は、行政からの委託や補助事業も手がけていますが、介護保険や障害福祉

サービスの事業収入が全体収入の約 2/3 を占めています。また、その事業収入の一

部は地域福祉事業に還元しています。福祉制度にとらわれない柔軟な取り組みを、

様々な人や団体とともにおこなえることが社協の強みです。 

 

 

４．第７次地域福祉推進計画について 

基本理念 「 未来へつなぐ ともに 自分らしく 輝けるまち」 

 

 令和４年度から、地域住民や当事者団体、民間事業者、

行政などの委員で策定した「第７次地域福祉推進計画（5

か年計画）」を推進しています。 

 基本理念には、未来に向けて、子どもたちをはじめ、世

代を超えた人と人や、人と地域とのつながり、お互いに多

様性を認めあい、自分らしく活躍できるまちづくりをす

すめることの意味が込められています。 

 その実現にむけて４つの基本目標と３つの重点的な取

り組みを掲げ、具体的な活動や事業を展開していきます。 

 

 

４つの基本目標 

１．お互いさまのまちづくり 

２．多様性を認め合えるまちづくり 

３．自分らしい暮らしを支える仕組みづくり 

４．地域福祉の基盤づくりとマネジメント 

 

３つの重点的な取り組み 

１．協働による地域ごとのまちづくり 

２．自分らしく活躍できるまちづくり 

３．子ども・親支援の充実 

 

 

詳しくは、宝塚市社会福祉協議会 第 7 次地域福祉推進計画で検索🔍 
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５．令和６年度 宝塚市社会福祉協議会 組織図 

  

 ケアセンター光明

 光明ヘルパーステーション

 スミレン小林巡回サービス24

 訪問調査

 訪問看護

 第１地区担当

 小林地域包括支援センター

 光明デイ

 ケアセンター仁川

 仁川デイ

 野上の家

 高司児童館

 第４地区担当

 ケアセンター安倉

 安倉デイ

 ふれあいあさひ

 安倉西身体障碍者支援センター

 日中一時支援事業 

 安倉南身体障碍者支援センター

 安倉児童館

 地区担当

 民生委員・児童委員連合会事務局

 宝塚ボランタリープラザzukavo

 老人福祉センター　             

 大型児童センター　            

 せいかつ応援センター

 宝塚あんしんサポートセンター

 障害者相談支援センタ－スミレン

 地域福祉企画係

 人事係

 財務係

第１地区担当2課

２部 ８課制

第１地区担当1課

理事長 第４地区担当1課
 光明ヘルパーステーション
　　　　   　      安倉サテライト

地域福祉部
理事会
(15名)

事務局長兼務

地区担当支援課
（2,3,5,6,7地区担当）

 生活支援コーディネーター／
　　　　ほっとかへんネットワーカー

副理事長

第４地区担当2課

常務理事 事務局長

企画総務課

監事（2名） 総合相談支援課

評議員会
（35名） 市民活動支援課

地域支援部
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６．部署紹介 

地区センター（おばやし、逆瀬川、ごてんやま、安倉、長尾、中山台、西谷） 

 身近な相談窓口として宝塚市内に 7 つの地

区センターを設置し、地域活動や各種助成金

等の情報を発信しています。地域住民が集い、

話し合える場としても機能しています。 

また、生活支援コーディネーターが、市内全

域を対象に見守り・支えあい活動の生活支援

体制整備を進めています。 

 

（主な事業） 

福祉コミュニティ支援事業、自治会・地域見守り支援事業、

生活支援コーディネーター事業・生活困窮者支援体制強化事

業（ほっとかへんネットワーカー）・宝塚市社会福祉法人連絡

協議会・宝塚市民生委員・児童委員連合会事務局 ほか 

 

 （長尾） 

 （ごてんやま） 

 （逆瀬台） 

イラスト提供 

パピコクレ 
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宝塚ボランタリープラザ zukavo 

（ぷらざこむ１内） 

ボランタリー活動に関する情報提供、相談、

つなぎ役（コーディネート）、講座や研修会、

助成事業の実施のほか、ボランティア保険の

窓口、当事者家族の支援をおこなっています。 

 

（主な事業） 

福祉学習の推進、ボランティア活動助成、災害ボランティア

センターの運営 ほか 

 

フレミラ宝塚 

 老人福祉センターと大型児童センターの複

合施設です。高齢者と児童がふれ合い、相互に

交流を深めることを目的に様々な事業をして

います。 

 

（主な事業） 

はつらつ教室、いきいき学舎、各種同好会の支援、子どもの

まちづくりプログラム（ミニたからづか）、不登校・ひきこも

り支援（こもりんひろば事業）、学習支援 ほか 

児童館（高司児童館、安倉児童館） 

 地域の子どもたちが、自由に来館して、遊ぶ

ことができる場所です。主に就学前子育て期

の親子や小学生に向けた施設機能やプログラ

ムを提供しています。地域のボランティアの

協力もあり、地域とともに子どもの育みを支

援しています。 

 

（主な事業） 

出前児童館、中高生タイム、学習支援 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 （安倉） 

 （高司） 



7 

 

民家型デイサービス（野上の家、ふれあいあさひ） 

      

 

民家という特色を生かし、自宅での生活動

作（食事作りや洗濯など）を一緒におこなうな

ど、本人のできることを大切にしています。 

近隣の方が立ち寄り、一緒に食事や話しが

できるような、開かれた居場所を提供してい

ます。 

 

デイサービス（光明デイ、仁川デイ、安倉デイ） 

 デイサービスの基本業務である送迎、入浴、

移動や排泄、食事、機能訓練などの介助、支援

だけでなく、運営についても地域住民の意見

を取り入れながら、地域のつながりづくりの

拠点としても機能しています。 

 

 

 

小林地域包括支援センター 

 高齢になっても住み慣れたまちで暮らし続

けられるよう、生活全般や介護についての相

談を受け付けています。地域向けに認知症や

高齢者福祉などの学習会もおこないます。 

 

ヘルパーステーション、訪問看護（光明ヘルパー、光明訪問看護）、 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業（スミレン小林巡回サービス２４） 

 

 

介護・看護が必要になっても、誰もが住み慣

れた家で暮らしていけるように、暮らしの支

援をしています。 

定期的な巡回や訪問をおこない、利用者の

心身の状況に応じて、24 時間 365 日必要なサ

ービスを提供しています（定期巡回・随時対応

型訪問介護看護事業）。 

 

 

 

 （野上） 

 （ふれあいあさひ） 

 （仁川） 

 （光明デイサービス ２階） 

 （光明） 
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ケアセンター（ケアセンター光明、ケアセンター仁川、ケアセンター安倉） 

 

ケアセンター（居宅介護支援事業所）は、ケ

アマネジャーによる介護に関する相談窓口で

す。地域住民と連携し、住み慣れた地域で安心

して暮らすための支援をおこないます。 

障害者相談支援センタースミレン、あんしんサポートセンター 

 

第４地区（安倉、安倉北、小浜、美座）にお住ま

いの障害のある方や家族の様々な相談を受け

つけています。その他、福祉サービスの利用計

画の作成もおこなっています。 

また、福祉サービス利用の手続き、日常の金

銭管理、通帳・印鑑の預かりなど、様々な自立

生活を支援します。 

 

（主な事業） 

福祉制度や生活上の相談、福祉サービス利用の際のプラン作

成、日常生活自立支援事業 など 

ピアサポートサロン トライル 

 障害のある方が気軽に楽しく交流したり、

ピアサポートについて発信することを目的と

したサロンです。 

ピアサポート活動に興味のある方、ピアサ

ポーターに相談したい方を対象とした、養成

講座やピアサポーターとの面談も実施してい

ます。 

せいかつ応援センター 

 生活に困りごとや不安を抱えている方の相

談を受けて、今後の生活について一緒に考え、

自立に向けた支援をしています。 相談者が自

ら家計を管理できるように、家計の立て直し

に関するアドバイスもおこないます。 

 

（主な事業） 

生活困窮者自立相談支援事業、生活福祉資金貸付相談、ひき

こもり支援のネットワークづくり・当事者活動の支援（スミ

レン❜s ワークいろり） 

 （総合福祉センター２階） 

 （総合福祉センター３階） 

 （宝塚市役所１階） 

 （安倉）  （仁川） 

 （スミレン❜s ワークいろり 

   による居場所・就労体験） 
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身体障碍者支援センター（安倉南、安倉西） 

 重度の身体障碍（がい）と知的障碍（がい）

のある方が、自分らしい暮らしを実現するた

めに、入浴・食事・日中活動などの生活支援を

おこなう生活介護施設です。 

住み慣れた地域の中で、役割や生きがいを

もって暮らし続けることをお手伝いします。 

企画総務課 

 

法人全体の組織運営、人事労務、経営財務に

関する業務を総括するほか、地域福祉に関す

る事業を推進しています。 

 

（主な事業） 

社協会費・共同募金・日本赤十字社の募金活動、善意銀行、

社協たからづか作成、ホームページ運営、ふれあいいきいき

サロン支援事業、ミニデイサービス支援事業、緊急通報シス

テム、福祉電話、行事用備品の貸出、総合福祉センターの管

理運営、宝塚市介護保険事業者協会・宝塚市遺族会に関する

こと ほか 

 

 

 

地域活動に関する事業実績（抜粋） 

 事業指数 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

ふれあいいきいきサロン支援 

（うち週 1 回実施） 

グループ数 １８７グループ 

（９１グループ） 

１９３グループ 

（８６グループ） 

１８９グループ 

（７７グループ） 

地域ささえあい会議 実施箇所数 １６５カ所 １５５カ所 １４５カ所 

たからづか地域見守り隊 協力事業者数 ２７３事業所 ２６８事業所 ２６５事業所 

ボランティア助成事業 助成グループ数 ６８グループ ７４グループ ８２グループ 

 （安倉西） 

 （安倉南） 

 （総合福祉センター１階） 
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７．予算について 

 

 

 

 

 

  

令和６年度資金収支予算　　 15億188万円（前年度当初予算比4,895万円増）

社協会費収入 1,300 万円 0.9%

寄附金収入 150 万円 0.1%

補助金収入 15,767 万円 10.5%

共同募金等配分金収入 1,184 万円 0.8%

介護福祉サービス事業収入 68,859 万円 45.8%

障害福祉サービス事業収入 28,817 万円 19.2%

委託事業受託金収入 27,910 万円 18.6%

積立資産取崩収入 4,735 万円 3.2%

その他の収入 1,466 万円 1.0%

収入合計 150,188 万円 100.0%

本部運営費 10,821 万円 7.2%

福祉施設運営事業費 17,485 万円 11.6%

地域福祉推進事業費 14,257 万円 9.5%

ボランタリープラザ事業費 2,366 万円 1.6%

権利擁護支援事業費 6,406 万円 4.3%

障害福祉サービス事業費 27,744 万円 18.5%

地域包括支援センター事業費 8,279 万円 5.5%

介護福祉サービス事業費 62,385 万円 41.5%

当期資金収支差額 445 万円 0.3%

支出合計 150,188 万円 100.0%

収　　　入

支　　　出
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予算規模の変遷 

 

年度 予算額(円) 年度 予算額(円)

昭和３１年  41万9,200円 平成１３年  9億8,889万4,000円

昭和４１年  304万5,521円 平成１６年  12億4,134万6,000円

昭和４６年  1,771万9,750円 平成１９年  13億3,582万7,000円

昭和５１年  2,006万7,674円 平成２２年  14億4,991万5,000円

昭和５６年  4,102万7,280円 平成２５年  14億9,297万7,000円

昭和６１年  5,607万2,295円 平成２８年  14億9,272万0,000円

平成  ２年  2億7,657万7,000円 令和２年  15億6,519万7,000円

平成  ７年  5億9,931万9,000円 令和４年  15億1,115万0,000円

平成１０年  7億6,969万8000円 令和６年  15億188万0,000円

42 
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８．宝塚市社会福祉協議会の歴史（一部抜粋） 

 

昭和２９年 ７月１日   宝塚市社会福祉協議会発足 

事務局：市役所内    初代会長：千桝 長蔵 

昭和４３年 ２月２８日 社会福祉法人として厚生省より認可・定款施行 

理事１３名 評議員４０名 

昭和５１年１２月２３日 ボランティア活動センター（現・ボランタリープラザ zukavo） 

オープン 

 昭和５８年 ８月    ホームヘルプサービス事業（現・光明ヘルパーステーション）開始 

昭和６０年 ６月１２日 宝塚市総合福祉センター管理を市より受託 

     １０月    障害デイサービスしおんの園 

（現・安倉西身体障碍者支援センター）オープン 

平成 元年 ４月 １日 安倉デイサービスセンターオープン 

平成 ２年 ５月    宝塚市地域福祉計画策定 （宝塚市社協第１次計画） 

平成 ５年 ４月２６日 光明デイサービスセンターオープン 

平成 ７年 １月１７日 阪神・淡路大震災 以降、被災者支援と復興活動を開始 

平成 ８年 ６月    光明地区センター（現・おばやし地区センター）オープン 

平成 ９年 ５月    新地域福祉計画策定 （宝塚市社協第２次計画） 

      ７月    光明在宅介護支援センター（現・小林地域包括支援センター） 

運営受託、逆瀬台地区センターオープン 

      ８月    生活復興相談員設置（平成１８年～高齢者自立支援ひろば事業に名称変

更、平成３０年に事業終了） 

平成１０年 ４月 １日 光明訪問看護ステ－ション事業開始 

福祉コミュニティ支援事業開始 

     １０月 １日 中山台地区センターオープン 

            障害者自立生活支援センター 

（現・障害者相談支援センタースミレン）運営受託 

平成１１年 １月    西谷地区センターオープン 

     １０月    地域福祉権利擁護事業（現・日常生活自立支援事業）開始 

            ケアセンター光明（居宅介護支援事業）オープン 

            ソリオ地区センター（現・ごてんやま地区センター）オープン 

平成１２年 ４月 １日 介護保険事業開始 

            仁川デイサービスセンターオープン、高司児童館オープン 

            ふれあいいきいきサロン支援事業開始 

      ７月    長尾地区センター（長尾介護予防拠点）オープン 

     １０月    安倉地区センターオープン 

平成１３年１２月    地域福祉活動計画策定 （宝塚市社協第３次計画） 

平成１４年 ２月    福祉コミュニティプラザオープン、ボランティア活動センター移転 

 ４月    民生委員・児童委員連合会事務局を市より移管 

６月    フレミラ宝塚オープン 
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     １０月    安倉南身体障害者デイサービスセンター 

（現・安倉南身体障碍者支援センター）・安倉児童館オープン 

平成１７年 ４月 １日 ケアセンター安倉（居宅介護支援事業所）オープン 

       ８月    小規模デイサービス（民家型通所介護事業所）鹿塩の家オープン 

             （令和 5 年 3 月 31 日閉所） 

       ３月２３日 地域福祉推進計画（宝塚市社協発展計画 第４次計画）策定 

平成１８年 ５月    小規模デイサービス（民家型通所介護事業所）野上の家オープン 

平成１９年１２月    小規模デイサービス（民家型通所介護事業所）安倉の家オープン 

            （平成 28 年 3 月 31 日閉所） 

平成２１年 ４月    不登校・ひきこもり支援事業（思春期ひろば事業） 

      ６月    あんしんサポートセンター（権利擁護センター）のオープン 

     １１月    安全で安心な楽しいまちづくり事業開始（安心生活創造事業） 

平成２２年 ６月    地域福祉優秀実践賞を受賞（日本地域福祉学会より） 

     １１月    くらしサポーター事業開始 

平成２３年 ３月１１日 東日本大震災 以降、被災地への職員派遣を継続して実施 

      ３月２８日 地域福祉推進計画策定（宝塚市社協第５次計画） 

平成２４年 １月    ケアセンター仁川（居宅支援事業）オープン 

３月 １日 小規模デイサービス（民家型通所介護事業所）ふれあいあさひオープン 

４月 １日 組織改編実施 エリアチーム制の導入 

       ５月２５日 宝塚市高齢者・障がい者権利擁護支援センターオープン 

             （令和３年３月３1 日に委託事業終了）      

 １０月    緊急サポート事業開始 

 平成２６年 ２月    宝塚市セーフティネット会議開催 

 平成２７年 ４月 １日 せいかつ応援センターオープン（生活困窮者自立支援事業受託） 

             生活支援コーディネーター配置 

              ６月 １日 すみれの花基金事業開始 

 平成２８年 ４月２７日 熊本県地震共同支援ﾈｯﾄﾜｰｸを発足し、被災地へ専門職派遣を実施 

       ７月１８日 専門職向け地域福祉研修開始（生活支援 Co 事業） 

 平成２９年 １月３０日 宝塚市社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット宝塚） 発足 

       ４月 １日 地域福祉推進計画策定（宝塚市社協第６次計画） 

 平成３０年 ７月１６日 西日本豪雨災害（倉敷市真備町）へ職員派遣を実施 

 令和 元年１２月 １日 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業 開始 

             くらしのパートナー事業開始（ごてんやま、長尾地区センター） 

             第１地区にて、地域生活支援会議を開始 

 令和 ２年 ３月２５日 新型コロナウイルス特例貸付（生活福祉資金）開始 (令和 4 年９月末で終了) 

       ８月 ３日 夜間休日緊急対応事業開始 

      １２月２５日 スミレン小林介護ステーション１階オープン・介護職員初任者

研修講座開始 

 令和 ４年 ４月 １日 地域福祉推進計画策定（宝塚市社協第７次計画） 

             単身生活サポート事業開始 

 令和 ５年 ４月 １日 生活困窮者支援体制強化事業（ほっとかへんネットワーカー） 開始 


